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複雑なシステムの設計には論理的 ･客鶴的な枠組みが不可欠である.しかしながら,通信網やそのサフシ

ステムの設計においては,論理的な分析に耐え得る基礎付けがなされてきたとは言い難い.実際,開発や運

用の諸局面で問題が生すると,これに対処すべく,部分的な枠組みが考案されてはきたが,一貫した設計基

礎は存在しない.このため,複雑化が著しい近年の研究開発では,設計 ･評価の遂行が様々な困難に遭遇し

〔St〕,〔Sml],[Sm2〕,[Sm3〕,網の健全な発達を阻害しつつある.

網･システム設計の基礎を構成する上で,最初の大きな課題は,設計対象である網 ･サブシステム自身や,

その仕様を数学的にどのように捉えていくかである.通信網は豊富な通信を合理的に提供する為のシステム

であり,かかる網の能力(capab冊y)を記述することが肝要である.

従来は,共用による資源節約が網の意味とされ スイッチと回線や待ち行列における痛棒 (混雑)を用い

た資源節約のモデルが与えられている (たとえば〔FJ.]).しかしながら.資源節約モデルや轄車剰i,網能力の

表現方法としてあまりにも脆弱である.実際,網発達の諸相や基本的な資源割当制御パラメータの能力的意

味を与えることができず,出口の見えない実験的設計に大きく依存しつつある.

一方.計算科学の発達により,並行計算の数学的な記述が進展し (たとえば〔Ac〕〔Ml]〔Hr〕),通信網やそ

のサフシステムといった並列分散システムに対しても,柔軟で精密な数学的表現に可能性が見えてきてた.

本講演では,これらの発展と整合性が期待できる計算論的なシステムの能力記述視点を導入し,網発達や編

按に能力的意味が与えられることを述べた.それは,以下のようなものである.

ます, 計̀算系'A.Bが与えられたとき,系Aが系Bより能力が大きいとはAがBの全ての計算過程をシミュ

レ｢卜するときである.この規定は,一般のシステムを計算系と見すことで,広く適用できる.即ち,シス

テムが処理する対象 (プロセス等)を適宜規定することによって,通信路容量 ･スィ､ソテンゲ&バッファリ

ングの能力的意味 .輯積による性能劣化の意味 .網発達による能力増大 ･貨幣価値等の一貫した記述が可能

である.

今後は,このアプローチを設計の問題へ適用し,有効性や実質的な枠組みの構成を検討していく.
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